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震奇山脈西部の山旅、高所順応に関する自己体験
(2005 年 7 ~ 8 月、夢ムスターグ< 6.345m峰>登頂時の記録)

前田栄三
京都大学学士山岳会 (AACK)

2∞4年4月、「シルクロードを訪れる」という学生時代(19ω年代)の「夢のまた夢」が適い、西域南道、

タクラマカン砂漠公路そして天山南路の一端に触れることが出来た。 同年 9~ 10月、再びシルクロー

ドの街ウルムチそしてカシュガルを訪れ、昆荷山脈西部の目指すべき未踏峰の探索を行い、その結果

を踏まえ、翌 2005 年 7~8 月には 「昆掃の未踏峰を登る j という夢の実現を見た。

私自身の高所経験といえば、富士山を始めとする国内の 3，000m級の山々やボルネオのキナバル山

(4，095m)程度しか無い。本稿は、そういう l人の人聞の、標高4，∞Om~ 6，000mにおける高所順応

のl回だけの失敗と成功の体験を記したものである。 60歳前後に至りやっと海外の山々や高地に眼

を向けられるようになった方々、或いは将来、中国滞在30日間(ある種のビザの有効期間)という

自由時間を手に、新蔵公路を通って昆祷の未踏峰を目指そうとする方々に、些かな りとも参考になれ

ば誠に幸いである。

1.はじめに
2004年4月、私は初めて西域を訪問してきた。

西域への出発点はやはり西安が相応しい。西安の

西の大門・安定門に立ち遥かに西方を望み、その

後、空路ウルムチそしてカシュガルに移動し、タ

クラマカン砂漠の西端を走り、昆橋西部の山々を

遠望し、西域南道(ヤルカンド~イエチェン~ホー

タン~ニヤ)から砂漠公路を通り天山南路(クチャ

~輪台~コルラ)を経てトルファンに至った。そ

こから夜汽車で蛤密を経由して桃園駅に移動し、

敦憧を訪れた後、更に河西回廊を約 30時聞かけ

て汽車(軟車)で、西安に戻った。(付録 1)

途中イエチェン (葉城)から、ラサへ向かう新

蔵公路に入りアカズ峠(3，300m)~クディ (2，945m)

を経てセラク峠 (4，900m)を目指したが、予期せ

ぬ道路壁崩落に伴う補修工事の為、クデイの先で

引き返さざるを得なかった。その問、クデイの先

の明るく開けた谷 (2箇所)に徒歩で分け入札

のんびり上流を目指し標高 3，800m付近まで散策

してきた。全ての行動をゆっくり行ったためか、

身体の異常或いはその予兆を感じる事は無かっ

た。

2004 年 9 月~1O月、翌 2005 年に目指すべき

昆掃西部の未踏峰の探索に出かけた。(付録2)同

年 8月に岐阜の県立図書館を訪問し、そこで入手

したロシア製の地図を広げ、数ヶ所の候補をマー

クした。現地での探索の結果として翌年に目指す

ことにした山は、 2000年 8月に昆橋西部の無名

峰 (6，540m峰)を初登頂した京都の 「北山の会」

箆衛隊の登禁隊長、 AACK会員田中昌二郎氏の助

言が基になった。日く、地図を指で指しながら「こ

のあたりに形の良い山があるjというものであっ

た。2005年 8月に登った山が彼のいう「良い山」

であったかどうかは判らないが、少なくとも彼が

示した山域の最高峰に間違いは無い。頂上に立っ

た時、周囲の山々は皆低かったことでその事が分

る。その周囲の山々の中に小ぶりながらピラミッ

ド状の美しい双耳蜂 (6， 100 ~ 6，200m級)があった。

2004年 9月に行った昆脅山脈の未踏峰探索の

山行では、私は高所順応に失敗し、探索そして偵

察の戦力になり得なかった。帰国後、自分の行動

(体調)を日記風に認め 恒E豆Il)、自身の高所順

応失敗の原因と対策を AACK会員松林公蔵氏に

お尋ねした。折り返し氏から懇切丁寧なコメン ト

(iJJU~ 2Dをいただいた。なお、 2004年の未踏峰の

探索そして 2005年の昆嶺山行に持参した薬品類

(共同装備)は、共に AACKの先輩斎藤惇生医師

によ り処方され、薬品個々の効能、服用のし方、
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高所順応の要点等など判り易くメモに認め、資料

と共に提供していただいた。

両氏のコメントを踏まえ AACK内外の方々の

知見を岨唱し 2005年の昆荷山行に反映させた結

果(圃盃工事、 3，000m~ 6，345mの高度において、

ほほ完壁な高所)1頂応を体験し得たと思っている。

2.高所)1買応失敗の要因(2004年9月探索山行)
(1)主要な直接的要因

①中国入国第 l夜に風邪をヲ|いたこと。

②風邪を完治させる努力を怠ったこと。

③即ち薬効と睡眠(休息)のみに頼り、飲酒を

控えることに思い至らなかったこと。

④風邪を完治して、入山出来なかったこと。

⑤山中、特に大紅柳灘までの日程が性急に過ぎ、

その後も休息日なく行動したこと。

⑥ダイアモ ツクスの服用が1日遅れたこと。

⑦水分代謝の重要性についての認識が浅く、強

い意思による摂取が不充分であった。

(2)反省点

高所順応についての事前の勉強を怠ること は

無かったが、活字を活字として読み下すレベ

ルに留まり、臨場感ある理解と対応、複合し

たその場の状況に対処する術に思い至るレベ

ルになかった。対象が6，000~ 6，300m級の山、

然もチベット側からの探索という事で、安全

かつ安心して偵察し得るという、心理的にも

油断があった。

3.2005年の崖嵩隊の対応(成功事例)の要点

2005年のこの山行では高所順応が最も重要と

考え、前年の失敗を踏まえ対応に万全を期した。

(1) 囲内 (計画段階)において、

①日常の健康管理に加え日本出発前の体調管理

に特に留意し、疲れ及び風邪などの不具合を

中国に持ち込まないよう努めた。

②出発 1ヶ月前の高所順応訓練を意識的に行

なった。(富士山頂での宿泊、低圧室利用)

③ BCに入るまでの日程に余裕を持たせ、順応

歩行に充分な時間を充て、休日も設けた。

④ BCを4，000~ 5ヲOOOmの問の屋根付きの建物

に置くよう計画した。

⑤A -BC (5，440m、Advanced-BC)、C1(5，800m)、

C2 (6，0l0m)に宿営するに当っては、必ず上

部を偵察した後に宿泊するようにした。

(2)現地入り後の対応、

①日程の面では、カシュカ、ルからタシュクルガ

図 1 Yume Muzt認hの位置
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図2 新蔵公路からの進入及び登行ルート

ンを 2日かけて往復し、 2度の 4，000mの峠

越えでは都度ゆっくり順応歩行したこと。ク

ディからマザまで車で 4時間ほどで行けると

ころを 1日の行程とし、余裕時間を勝利橋の

上部4，100m付近、 4，500m付近そしてセラク

峠下から峠 (4，900m)までの3段階の順応歩

行にあてたこと。大紅柳灘 (4，155m)に到着

後完全休養日を 1日取り、過し方は各自の自

由としたこと等である。

②BCの位置については 5，000m以下で屋根付

きの小屋に設けることにして、 当初 509道班

(4，750m、道路工事要員の飯場)を第 l候補

とした。が、実際に現地を訪れウイグル人の

責任者の案内で部屋を見て、セキュリティと

居住性に難点があることが判明したため、 A

BCから遠くなるものの大紅柳灘 (4，l55m)

の招待所を BCにすることにした。結果的に、

これが最善の選択であった。4，500m以下の

低い場所、然も女性の賄い付きの宿に泊まる

恩恵は、シニア隊ならではの寛いだ時間、空

間、雰聞気そして利便性をも掌中にする事が

出来た。

③ A-BC、C1、C2に到着するたびに行った

上部の偵察行動(JII頁応歩行)は、翌日の朝

一番の登山活動 (約 3-3.5時間、 標高差約

300mの登行)にすこぶる有効に作用した。

④登山活動中は、マイペースでゆっくり登行す

るよう努め、携帯用酸素ボンベを A-BCに

常備した。

⑤中国に入国したその日以来、山行を終了して

BCに下山するまで柴苓湯と胃腸薬を常用し、

山中ではダイアモックス半錠を服用した。ダ

イアモックスの服用に合わせ、禁酒した。

⑥強い意思と理解をもって水分代謝に努めた。

過剰な摂取にも注意した。

⑦腹式呼吸による深呼吸に努めた。

4.2005年軍需山行の概要
登山活動の詳細は、 AACKホームページに掲載

しである 「報告」を参照されたい。ここでは高所

順応に焦点を絞り、山行の概要を記載する。

血中酸素濃度 (Sp02)等の数値は、私自身の数値

を参考まで記載した。

7月14日、成田を出発。その日の内に北京経

由ウルムチに到着。ウルムチに着いたこの日から、

今は故人となった京都岳人クラブ須藤建志氏の経

験・知見に倣い、朝と晩に紫苓湯の服用 (私の場

合は各 l包)を開始し、毎食後胃腸薬も飲み始め

た。日本を出発するに際しては、風邪や疲れを引

きずらないよう細心の注意を払っ た。ウルムチ到
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着以降は、ホテルの部屋の乾燥に注意を払い、就

寝前には床に水打ちし、十分に濡れたタオルを部

屋に用意した。

7月 15日、空路カシュガルに移動、空港では

昨年4月以来となる Sさんの出迎えを受けた。彼

が今回の連絡官兼コックを務めるとのこと、何度

も日本隊に同行した経験を持つ誠実な人柄の人物

である。

7月 16日、朝方、カシュガル登山協会を訪問

し車輸・装備・飲食料などの確認、打合せを行い、契

約書を取り交し、前金を支払う。契約書の内容は

6月初旬の時点で合意していたが、手交及ぴ支払

いは、通信事情、送金事情等を考慮して現地で行

うことにしていたものである。

その後カラクリ湖畔を通ってタジク族の街タ

シュクルガン(唐代&清代の石頭城城祉が有名)

に移動し宿泊。途中の 4，OOOmの峠で高所}I頃応の

ために約一時間ゆっくりと歩行した。

7月 17日、この日は、終日寒風吹き荒れた前

日とは大違いの無風快晴の好天気となった。朝、

石頭古城に立つ。次第に輝きを増す木々の緑、の

どかな人々の動き、広々とした周聞の景観、湿原

に点在するパオの群れ、クンジ、ユラブ峠に向かう

明る く開けたなだらかな谷 、正に桃源郷の趣き

である。

カシュガルへの帰途、紺碧の空と真っ白なムス

ターグ・ア夕、コングール山群を飽きることなく

見上げ、薄く雪化粧したパミールの山々を幻想

的な想いを抱きながら遠くに望むことも出来た。

4，OOOmの峠で再び高所順応歩行をしたのは言う

までもない。頭痛も息苦しさもなく 2度 3度欠伸

することもなく、まずは順調な高所順応の滑り出

しである。この夜、カシュガルで登山協会主催の

夕食会があり、 16日に成田を出発しこの日カシュ

ガルに到着した後発の 2人に運転手2人も交えて

歓談した。

7月 18日午後、私達 4人は改めてカシュガル

を出発、ヤルカンド(疹車)を経由してイエチェ

ン(葉城 or叶城)へ移動。この日から三十里営

房に下山した 8月 2日まで、ビールを含む白酒等

のアルコールに手を出す事はなかった。 4人の和

やかな表情ながら厳しい気持のこもった申し合わ

せ事項である。またこの日の夜から、ダイアモッ

クス(半錠)の服用を開始した。

7月19日、イエチェン(l，400m)から新蔵公路(チ

ベットのラサに向かう国道)に入りアカズ峠

(3，300m)を越えて兵結基地のあるクデイ (2，945m)

まで。アカズ峠では、車輸故障もあって高度差

300mほど順応歩行。<アカズ峠にて、 Sp02;91、脈拍，

117、クディにて 19時45分、 SpO，; 93、脈拍 ;110>

7月 20日、セラク峠 (4，900m) を越えてマザ

(3，755m、K2-BCへの分岐点)まで。私と同乗

の l人は 4，lOOm、4，500mそして 4，750mあたりの

高度で順応歩行し、白身の体調を観察。<クデイの

朝、 SjlU2; 93、脈拍;115、マザにて、 Spo， ; 86、脈拍;99 > 

7月 21日、ヘイカ峠 (4，930m)、三十里営房

(3，665m) を経て大紅柳灘 (4，l55m) に入った。

へイカ峠越えに際し、高度差 200mほど順応歩行

を行う。<大紅柳灘の夕方;Sp02 ; 84、脈拍;107 > 

7月 22日、この日は完全休養日 o 2名がガイド

と共に奇台大坂 (5，341m) を越えて、 A-BCへ

の進入路を偵察し、前年の BC(5，240m) まで充

分に車の進入が可能な事を確認した後、アクサイ

チン湖を往復。 1名は、大紅柳灘の北側の谷 (2004

年の偵察時に車で進入を図った谷)をゆっくり歩

いてきた。私は連絡官と一緒に奇台大坂に至り、

ひとり峠から雪の全くない小ピーク (5，685m)に

立ち、対象とする山域を遠望し目指すピークの特

定に努めた。が、生憎なことに曇天に加えて雪と

岩の黒さ(南面)が交錯し、然も山岳重畳として

いて残念ながら特定できなかった。この問、頭痛

も食欲不振も欠伸もなく、また身体のふらつき、

思考力の低下を自覚することもなく、順調に高所

順応していることを実感していた。

7月23日、 A-BCを四輪駆動車で入ることの

出来る最奥の 5，440m地点 (2004年偵察時の到達

地点)に設営し、 BCに帰着。ここまで車が入れ

たことは誠に幸いで、あった。事前に種々想定して

いた悪条件(我々自身が行わなければならない、

5，440m地点までの長いボッカ等)は、全て杷憂

となった。私はこの日、 5，550m地点まで偵察兼

順応歩行を行い、体調を観察。この日、メンバー

l名とガイドは終日休養。 1名は半日休養。<大紅

柳灘の朝、 SpOz;83、脈拍;103。同夕方、 Sp02;87、脈拍，

103、呼吸数;23 > 

7月 24日、 A-BC (5，440m) 設営、荷揚げと

C1位置 (5，800m地点) 確認。 BC帰着。私は無

理せず終日休養。他の 3人は各自のペースでガイ
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ドと共に C1への荷揚げを行う 。夕暮れ時、メン

ノfーの一人が、大勢の絡重部隊の兵士遠の前で「昆

掃の地図」を広げ見入ってしまった。その夜、彼

は軍関係者 (或いは公安)に名前を呼ばれ、パス

ポートの提示を要求された。連絡官とガイドが対

応し事無きを得たが、解放軍作成の地図でなくて

本当に良かった。改めて中印国境、然も 1962年

に発生した国境紛争の余韻の残る辺境の地の情報

網・情報源に思いを巡らし、写真撮影同様厳しい

地図の取扱いの必要性に、自戒の思いを新たにし

た。

私はかつてクウェ ート空港の待合室で、全く何

気なくパチリとやってしまった事があった。フ

ラッシュが光った。 直ちに 2~3 人の警官が現わ

れ彼等の詰所に連れて行かれ、短い問答の末、フィ

ルムを抜かれた。幸いなことにそれ以上身柄を拘

束されることはなく、フィルムを入れ換えた直後

のl枚めだ、ったこと等実害は全くなかったが、以

後、紛争地域や宗教警察 (秘密警察)の存在する

地域等でのカメラの取扱いに、細心の上にも細心

の注意を払うように (身体が自然に反応するよう

に)なった。因みにこの時は、イラクによるクウェ

ート侵攻そして敗走という紛争の後、 1 ~ 2 年程

度経過した時期であった。<大紅柳灘の朝、 SpO，; 
86、脈拍;106、呼吸数;260同夕方、 Sp02; 85、脈拍，

105、呼吸数;24 > 
7月25日、全員 C1 (5，800m) に荷揚げしテン

ト2張り設営。その後 A-BC (5，440m)帰着。<

大紅柳灘、 Sp02; 86、脈拍;96、呼吸数;20。

A-BCにて、 Sp02;72、脈拍;111、呼吸数23> 

7月 26日、全員 C1 (5，800m) に入る。この 日

の夕食後のテント関の交信で、翌日の C2予定地

の偵察ルートについて、 「北側のカールルートも

見ておきたい。自分ひとりでも行って見てくる。」

という提案が為された。翻意を促した。翌朝、こ

の提案は撤回されたので一安心、本来の尾根筋か

らの 4人による偵察行動がスタートした。この提

案は、国内での検討段階で、 2004年の偵察の結

果を踏まえて提起された内容であったが、尾根筋

を第 lとし、止むを得ない場合の選択枝のーっと

することにしていたものである。私はといえば、

翌日の尾根筋からの偵察において、山頂との高度

差、天候、各人の体調、稜線の難度等などからし

て、或いは結果として山頂に立つこともあ りうる。

言わば 「威力偵察」という思いがあった。現場に

立ってみて、山頂が近いと感じたのかもしれない。

< C1にて 20時頃、 SpO，;68 -73、脈拍;107、呼吸数，

21 > 
7月27日、 C2予定地 (6，010mのコル)及びそ

の上部を偵察して、 C1 (5，800m)泊。C2予定地

の 100m程上部の地点で、更に上部を偵察するか

どうか意見を交わした。「基本の計画に従って、

C1に戻 りましょう 」との発言に一瞬我に返った

ような気持になり、 4人一致してその場から C1

に戻った。「自分一人でも見て来る」という提案

そして 「威力偵察という現場での発想」、いずれ

も「本質安全」とは言えない、高度障害の予兆の

現れではないか…とも思う 。高所順応に最善の努

力を傾注 した上での思考力、判断力の減退にブ

レーキをかけるのは、やはり事前検討の錬度の強

靭さとその錬度を共有するパーティーシップにあ

ると思料している。<C1の朝、Sp02;68、脈拍。 1280

C1の夕方、 SpO，; 67、脈拍;112 > 

7月28日、朝、不用と判断された装備を担い

で、全員 A-BC (5，440m)へ下山し、 BC (4，155m) 

に帰着。午後の半日、休養。<C1にて、 SpO，; 68、

脈拍;103、呼吸数;250 BCにて、 SpO，; 85、脈拍;100、

呼吸数;24 > 

7月29日、全員 BCで完全休養。<BCの朝、

SpO， ; 86、脈拍;80、呼吸数;250 BCの夕方、SpO，; 87、

脈拍;87、呼吸数;28 > 

7月30日、全員 C1に入札上部を登行後 C1

に宿営。<BCにて、 Sp02; 86、脈拍;920 C1の朝、

SpO，; 72、脈拍;920 C1の夕方、 Sp02:72、脈拍 ;98、呼

吸数;24 > 

7月 31日、前日の夕方 C1に帰着した時、美味

いメロンすら受け付けない程の食欲不振を示し

たメンバーの様子を観察 (血中酸素濃度の測定

を含む) し問診し和やかに励ましながら、尾根

筋を忠実に且つゆっくりゆっくり慎重に登行し、

C2を6，0l0m地点に設営。更に上部を順応歩行を

兼ねて偵察した後、 C2に全員で宿営。<C1にて、

SpO， ; 76、脈拍:840 C2、Sp02; 74、脈拍;105 > 
8月1日、 C2(6，0l0m)から 4人全員で頂上

(6，345m)アタック。アイゼンが良く効く急な雪

面を登り、その上部の緩やかな広く白い雪原を

辿って午前 11時過ぎ、頂上に立つ。この日は、

今山行で一番の悪天候だった。南の方から黒雲が
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ひっき りなしに飛来しては北方に去り、寒気も厳

しく手足の指先がチンチンし、ヤッケを始めて取

り出す有様であった。それでも昼頃には、午前中

頂上付近にかかっていたガスもいつしか切れ、晴

れ聞が広がりやがて視界一杯に昆掃の景観が広が

る中を下山に移り、 C2を撤収して C1(5，800m) 

に帰着。<C2にて、 SpOz:70、脈拍:105、呼吸数:230 

C1帰着後、 SpOz: 72、脈拍:111 > 
8月2日、今山行最高の無風快々晴の一日。こ

の日 A-BC (5，440m) から上がってきた連絡官

とガイドと共に C1を撤収し三々五々 A-BCに

下り、振りかえり仰ぎ見ては真白き峰々に別れを

告げ車上の人となった。大紅柳灘の賄いの女性に

礼を述べ、三十里営房に向かった。三十里営房

(3，665m) に到着した夕方、久し振りのビールで

改めて乾杯。この日のチェックイン後、公安の立

入りがあった。観察されている事を認識する。<

c1にて、 SpOz:73、脈拍:112 > 

8月3日、三十里営房の招待所では一晩中夫婦

喧嘩が続き、殆ど一睡も出来なかったが、さして

多くもない旅人達は皆一様に押し黙って朝食を口

にし、未だ明けきらない中をそれぞれ無言のまま

出発して行った。喧嘩の余韻が露わに残る女主人

と、うるさくて寝られなかった事を理由に宿泊代

の値切 り交渉をした連絡官の Sさんは、首をすく

めてすごすごと引き下がる始末。この日は、三十

里営房を出てクディを経由してイエチェンに向

かった。途中クデイの村ではチベットに向かう

200台という軍用車輔の行軍に行く手を阻まれ、

‘全車輔が通行するまで (1~ 2日間フ)一般車

輸は通行止め' とのことであったが、日本から一

緒したガイドの活躍で例外的に通過を許可され、

途中、パンク等の故障もあったものの、何とかイ

エチェンで都会の夜を迎えることが出来た。<ク

デイにて、 Sp02: 89、脈拍:91 > 

8月4日、イエチェンをゆっくり出発、玄英三

蔵法師ゆかりのヤルカンドで昼食(疹車賓館)。

イェンギサルで土産用のナイフ(ウイグル人が常

用する切れ味鋭いナイフ)を品定めしながら、全

員無事にカシュガルに帰着した。

5.終りに
人は高所に行けば、自然に低い気圧、薄い酸素

濃度に対応しようとする働きが備わっているとい

う。富士山頂で標高 3，776m、気圧は平地に較べ

て2/3ほど、酸素は 1/2ほどという。チベットの

ラサが 3，749m、チチカカ湖で 4，000mなので、国

内にあっては富士山登山と山頂宿泊そして低圧室

の利用が、特に 4，000m~ 6，000m辺りの高所経験

の無い、若しくは経験の少ない登山者にとっては

大いに有効となる。高所の順応には個人差も大き

いようで、柴苓湯やダイアモックスを服用するこ

となく自分の体調と会話をし、目的を達したメン

ノtーもいた。またムスターグ・アタ (7ラ546m) を

高所順応の目的で登り、その後、目指す 6，500m

級の山に向かうというやり方(事例)も無い訳で

はないが、私は、当面 30日程度の時間余裕の中

で 5，000~ 6，000m級の登山或いは旅を念頭に置

いて、失敗の無い高所}II巨応を心掛けていきたいと

思っている。

今回登った山は、「乗鞍岳」のような懐の深い

たおやかな山である。 100mの高度差を登るのに

数キロの荷物を担いで、 1時間かかった。 1時間程

度かけてマイペースでゆっくり登った、と言って

も良いと思う。登山時期の選定が功を奏し天候に

恵まれた上、朝一番に登行を開始したこともあり

雪の状態が良く、持参したアイスパイル、アイス

スクリュー、スノーバー、ザイル等など全く使用

しないで、済んだ。しかしこれは結果論で、我々は

氷雪が出てくることを予想して、冬の八ヶ岳(赤

岳鉱泉)での氷雪登禁技術講習、実際の氷海登馨

訓練など準備を進めてきた。これらの準備は至極

当然のことで、 4人のメンバーシップの醸成にも

大いに寄与したのは言うまでもない。

山名は、 IMuztaghChushJ (ウイグル語)、 IYume

MuztaghJ (日本語)、「慕士塔格夢J(中国語)と

してカシュガル登山協会から ICertificateJが発行

されることになっていたが、結果として中国語と

ウイグル語の山名で「登頂証明書J(2005年 8月

17日付)が発行された。 Muztaghはウイグル語で

「氷の山」、「夢」は文字どおり「通える夢は昆掃

の高嶺の彼方ゴビの原」と三高寮歌(遺遥の歌)

に謡われた「夢」。今後とも、「高峰の第2登たる

よりも例え低山であってもいい、あくまでも「初

登頂」を目指して行きたい」と思っている。

以上

.2005年昆荷山行の期間;2005年 7月 14日
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(先発隊出発) -8月 10日(後発隊帰国)

・メンバー ;L 伊藤寿男 66歳、 AACK

SL前田栄三 61歳、 AACK

泉谷洋光 61歳、 AACK

栗本俊和 56歳、 AACK

-留守本部: 回中昌二郎 AACK 

註ー

-京都大学学士山岳会;The Academic Alpine Club 

ofKyoto (略称 AACK)

・北山の会，京一中・鴨祈高校・洛北高校山岳部OB会

.須藤建志氏;元京都岳人クラブ・日本山岳会京都

支部技術担当 (1北山の会」昆嶺隊、報告書より)

・招待所，バラック建ての小屋(平屋)に粗末な

ベッドと布団を置いただけの簡易宿泊所

困亙二日 昆裾偵察山行での健康状態

(2004年 9月、順応失敗の事例)

<これは、 AACK'松林公蔵会員に送信(お尋ね)

したメール全文である。> 文責;前回栄三

l.健康のパックグラウンド

特段の既往症はなく、人間ドックの検診で何ら

指摘される事はありません。経験的に、微熱感と

ともに喉の異常を感じることがよくあります。咳

がでます。その都度、掛かり付けの医者に相談し、

処方していただいていますが、効果のほどははか

ぽかしくありません。今回もそうですが、海外に

出掛ける時には、まとまった薬 (1週間分とか)

を処方していただくのが常です。これまでのとこ

ろ顕著な薬効を経験することはなく、その医者の

見立ては、①海外へ出掛ける等、環境が変われば

良くなる可能性がある。②気管と食道の分岐点の

コントロール機能が低下しているということ。即

ち「老化」の顕われということ…という 2点を指

摘されています。

2. 中国現地での体調

2004年9月 15日、成田発北京経由ウルムチへ

移動。大連にあるレーダーの故障のため、成田出

発が大巾に遅れ、このため当初の乗り継ぎ便に乗

れず、 1便遅れでウルムチ到着、ホテルのチェッ

クインは深夜O時過ぎ(1時頃?)となった。乾

燥対策として、下着を洗濯し吊るしてから就寝。

この夜、寒気がして目覚め、空調が効いているこ

とに気が付いた。すぐに OFFにしたが、この時

風邪をヲ|いてしまった-と朝起きてから判った。

9月 16日、朝から喉がムズムズ、軽く咳がでる。

息を吸う時、呼吸音がする。持参した市販の薬を

(朝昼晩の 3回)飲む。この市販薬(エスタック

イブ)は、今年 8月、京大笹ヶ峰ヒュッテ滞在時

に同様の症状が出た折、麓の妙高高原町で買い求

め、効果が顕著だったので、今回、持参した。

この日は、全員でマイクロパスに乗り、ボコダ

山麓の景勝地「天池」を訪問。

ウルムチ泊。

9月 17日、微熱感があり、咳がでる。この 日

の朝から、日本から持参した (掛かり付けの医者

の処方による)薬を(朝夕、就寝前)服用する。又、

持参した「うがい薬」を適宜使用する。

(持参した薬;①メイアクト錠 100mg、②ボルタ

レン錠25mg、③スロービット 100、④ムコスタ)

午前中旅行社を訪問して、情報収集、旅程内容

の確認、費用の支払い等行う。午後、空路カシュ

ガルに移動。ホテルにチェックイン後、 3人は中

国最西端の仏塔遺跡の観光に出掛ける。私は、今

年の 4月に来て見たばかりでもあり、体調万全で

ない(微熱感と咳、呼吸時の異音)ので、用心し

て自室で睡眠をとる。

カシュガル泊。

9月 18日、状態変わらず。咳込む程度が増す。

持参の処方薬の服用を継続する。持参の 「うがい

薬」を使用する。午前中、 3人は繊強工場の見学

に出掛ける。私は努めて身体を休める為、ホテル

の自室で睡眠をとる。薬のせいか良く眠れる。午

後、車でイエチェンに移動。

イエチェン泊。

9月 19日、状態変わらず。 19日夜まで持参の

処方薬(抗生物質を含む)の服用を継続する。

Sp02 ; 90 (イエチェン、 1，400mにて)、山中で

得られる数値との比較のため、測定した。

AACKの先輩 (粛藤惇生医師)からは、イ エチェ

ンを出る時からダイアモックスの服用を勧められ

ていたが、持参の処方薬との「合性」いわば副作

用を素人なりに心配して、この日のダイアモック

スの服用を見合す。この日、イエチェン (1，400m)

から新蔵公路に入りアカズ峠 (3，30仇n)を越えて

クデイ (2，879m)に到着。食欲は、クデイでの夕

食を含め、ここまで良好。カパブウも美味い。

クデイ 泊。
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9月20日、朝、疲が出る。うれしい。咳は出る。

微熱感は消えている。

9時43分、 Sp02; 80 &脈拍;130、

13時50分、 Sp02; 75 (マザ 3，765mにて)

21時35分、SpOz;76&脈拍;134(大紅柳灘4，155m)

この日の朝から、持参の処方薬の服用を止め、

ダイアモックスと柴苓湯を同時に服用する。疾が

出始めたこと、抗生物質の服用を続けるのは良く

ない・・と聞いていたこと、更にダイアモックス及

び柴苓湯の服用をこの日には始めないといけない

ので、服用した。鎮咳剤として共同装備のメジコ

ンの服用を開始。

この目、クデイからセラク 峠 (4，900m) を越

え、マザ、ヘイカ|峠 (4，930m)、三十里営房を越

えて長躯、大紅柳灘に入る。(チェックインは 21

時 30分頃)咳は依然としてあり O マザ (3，765m)

で昼食を取ったが、ここから食欲が「パタッ」と

止まった。自分でも驚くほどに受け付けなくなっ

た。遅い夕食(大紅柳灘 4，l55m) も同様、全く

食べ物を受け付けず。

大紅柳灘泊。

9月21日、ビタミン剤と咳止めのみ服用。

9時 55分、 SpOz; 77 ~ 76 &脈拍;131、

21時 40分、 Sp02; 77 &脈拍;133 

大紅柳灘を出発して奇台逢坂 (5，341m)を越えア

クサイチン湖に至り、アクサイチン湖北方の山々

を観察する。大紅柳灘に戻る。

大紅柳灘泊。

9月22日、ビタミン剤と咳止めのみ服用。

夜、 21時頃、初の酸素吸引を 15分間行なう。

8時 50分、 SpOz; 78 &脈拍;1220 20時 45分、

SpOz ; 68 &脈拍;128、この後、酸素吸引。

8時起床。 9時 40分、大紅柳灘の北方に位置する

未踏峰の偵察に車で出かけるも、大小のごろた石

のため 13時 15分、撤退。再び奇台逢坂を越え、

京都「北山の会JBC跡 (5240m) に入る。テン

ト設営後、酸素吸引を行う。食欲全くなし。思考

力の顕著な低下を実感する O 連日の脈拍の高さが

とても気になる O 夜半、何気なくいつもの動作で

小用に立つ。テント入口の出入りに猛烈な息苦し

さ、胸の痛みを感じる。

9月23日、朝、 Sp02; 68 &脈拍;130、

(以後、パルスオキシメータは偵察隊の所有とな

り、前回のデータはなし。)この日、私は偵察隊

を見送った後、テント内で睡眠をとり(睡眠を無

性にとりたかった)、その後(西国康男君に付き

添われ)大紅柳灘に移動(撤退)。そこで様子を

みることにした。

3. 崖言語、大紅柳灘での状況

9月 23日、大紅柳灘に 14時頃到着、その後酸

素吸引を行い、終日睡眠をとった。睡眠というよ

りも「爆陸」状態だったと自覚している。招待所

に響き渡るような自分の「軒」、そして「変な夢」

に驚き 2~3 回飛ぴ起きた記憶がある。夕方遅く、

若しくは夜、心配した賄いの女性も顔を出す前で、

酸素吸引。そして再び睡眠。

sJfjのf!ljA4芳タj..f;jS質表尉グーダーの伊原Jヂタ

己主/ι/.:sifτJ士61ぎメモ リ

fjfj葬e!fN若f/j芳d華、 1IF.} /l/J 30分f:1e"テシ井でE

/1llo 12厚Jご足?L.f/f品 14M /tUO/!i!I jf(/lHA， 1金

募 Dl!XGず:涯旋o 21原野タ匙この拶l;1ai!i1ご
万平tのfiflごぶさ:-;Nf3吉£調子fi夕、L.I;1Jさぐt:-::>
fをとZづでい;t1";jえ fA.度訪IflごOtt!i夢みグとZつで

い;t1"o

9月24日、終日睡眠をとった。この日は「爆睡J

と異なり「熟睡した」感じで、昼頃から自然に身

体が動くようになり、道路に面した食堂に身体を

置く時間が長くなった。酸素吸引を 3回実施した。

食欲も少し出てきた。日本から持参したレーズン

クラッカーを美味しく食べ、アミノパイタルも飲

み、お茶も良く飲んだ。賄いの女性がお粥を作っ

てくれ、一椀おいしく食べた。咳、疾は依然と し

て残っていた。夜間、再び咳込むことが多くなっ

たように感じた。

f!ljAj..fの61ぎメぞ

野互含1;11含べ、ず'I!Jj/11l0 fA.質IJsf.ご蕗茄すみグとEつで

いぶので 11 形、震変身苦λ ~/fiJ指。ぎ晃正ヂ;j'Jさ

ぐやフでぐ;/L;t1"o /Kffl;1い安いとの嘉彦き素吸

λ袋、買」タスァ宇グ L.lげの夢、今後尾f4 (援麦

!lJtλ王子);/{，必ずぷ。厳正式野食昼食1;11会べず、 Jす

U グーメグ丹 1f/J!~1含す。野';jミら !P21 拶fj!{;t で=

ベュyF '[";i;!jごL、子の須と万な't/11l.。ごの筋、 2原

周五才食堂/.:f/fτぐぶo li若葉!lJtλ1;13 flJI、夕食1;1メ

シーが定式'0 !PIご t:~ と調子I;1Jさぐ t:~/jぎ延長援

震波λす~と菜jごt:~ との要。ニニ fでの式淀?

1;1、手jf/J/.ごグヱデェシ;tでTtlJë!fぜ~の;j"Better

と告書 t:. ~o
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4人の測定データ表

伊藤寿男 泉谷洋光

月日 区分 Sp 0"" 脈拍 ~ 脈拍

9/20 朝 92 73 88 110 
夜 82 88 82 102 

9/21 朝 85 75 84 104 
夜 88 100 89 111 

9/22 朝 89 89 88 103 
夜 81 107 82 103 

9/23 朝 89 89 80 108 
夜 76 110 79 115 

9/24 朝 78 110 80 126 
夜 78 108 78 124 

9/25 朝 78 97 78 113 
午後

9月25日、目覚めと同時に酸素吸引。

朝起きた時の気分は、正に台風一過の秋晴れの

ような、 実に爽快な気分であった。これが高所に

順応したということか ーと自分なりに得心した。

午後の Sp02値;80、脈拍 ;107。 得心!

時折、咳が続く 。クディを出て以来、 2度目の

トイレ。快調。この日から、それまで服用してい

た鎮咳剤メジコンに替えて日本から持参した市販

のエスタックイブ3錠の服用を開始した。(咳が

止まらないので、再度薬を変更してみた。)

酸素吸引後無意識の内に、大紅柳灘に来て初め

てカメラを手に招待所の外へ出る。川のほとりま

で歩き、カラ・カシュ川の水に触れる。次の偵察

ポイントを地図上で追いかけているところへ、偵

察隊が戻ってきた。伊藤さんから 「目標とする山

は見つかった。明日、下山しよう 。」 との宣告が

なされた。

i!ffaff!tの1Jl:Rぎメぞ

11拶'jfEJ芳、度変革Eλ。必fタ/Jjf!l!fの様子。か 夜

U:fJ合多t;di出..5):タJご4士クJ士。今IlfJUft.首授のftj，努

Jごt&の務j}>'マyチL.-'d:;d勺 J合善彦、 fiJB多Jぴち J

び放を~iぜんで務z.，)家己主 -'d:?子治ヲ J合夢jji濠)tの反!Jj/::

/t!x.. :fY-，。ょの:f:f /~~ 1)ヮ/I'い!.1J'*' /.ご茸ぐ ):1)

tli苦衰の多いグヱチェシjご字Jl/jl.ごア5ぜ..5夢jji妥

当でU-'d:v>;dせずx..:fy-，。
9月 26日、当初の予定を切り上げ、大紅柳灘

を出発してクデイに移動。クデイ到着は 21時頃。

9月27日、 クデイを出てイエチェンを通りホー

タンへ入った。車中で咳込み、疾も出た。西域南

西国康男 前田栄ニ

~02 脈拍 SpQフ 脈拍 備考
88 110 72 130 クデイ

82 76 134 大紅柳灘
80 117 77 131 々

85 95 77 133 々

90 100 78 123 々

80 97 68 128 BCにて
90 107 68 130 BCにて

80 107 大紅柳灘

以上

道を走る前のパスの排気ガスがつらかった。

4 理解したい事柄など

(1)血中飽和度

-自分の血中酸素飽和度は適正と言えるのでしょ

うか ? 控えめに見ても 「良い」とは言えない

ように思います。どうすれば良いのでしょう 。

-日本にいる時に出来る事はなんでしょうか。

-血中酸素飽和度が低いために脈拍数が高くなり、

心臓に負荷をかけることになると思います。連

日、高い脈拍に接していると、不安です。どう

いうチェックポイントで 「脈拍数」を見れば良

いのでしょう 。

(2) Sp02値、脈拍数に基く山中での健康管理 (高

度}I頂応診断)のポイント

(3) Sp02値、改善の方策

①過換気のし方と改善効果の期待値

② BC (高度約 5，200m)への入 り方 (高度順応の

し方)

③ BCから高度差約 1，200mの登り方 (注意すべ

き事柄)

④撤退の条件 (低地へ撤退しなければならないと

いう 「判断」の、基準となる条件)

(4)その他

ウルムチからイ エチェンに到着 した日の夕食時

まで、ビールそ して白酒を よく飲みました。喉の

ムズムズ感と咳を紛らわす意志が働いたと思いま

す。イエチェンを出たその 日、クデイでと ったタ
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食時のビールを最後に、酒類を遠ざけました。飲

酒は、良くなかったのでしょうか?

困璽~松林公蔵氏のメール (2005 年 1 月 20 日付)

文責，松林公蔵

「昆痛での健康状態」拝読しました。以下、私

見をのべさせていただきます。

一般に急性の高所障害は、下記のように分類さ

れます。

(1) High Altitude Sickness (食欲不振、頭痛、倦怠感、

浮腫、尿量減少、不眠、過眠など)

(2)高所肺水腫(呼吸困難、通常、 (3) を併発す

ること多い)

(3)高所脳浮腫(意識障害、錯乱、歩行困難)

前回さんの場合、感冒のため 4 千~5 千メー ト

ルの段階の順化に成功せず、(1)に至ったものと

考えられます。そのために、食欲なく、過眠状態

が続き、 9月25日の段階でようやく順化し始め

たのが実情のようです。遷延する (1) は、上記

症状とともに、 Sp02が順化者に比して 10ほど低

いこと、脈拍が20ほど高いことが、ひとつの目

安となります。初期の高所順化は、極度の疲労や

感冒が根底にありますと、大きな障害となります。

9 月 15~19日までの感冒を、完全になおしてから、

入山しておれば、状況はちがったかもしれません。

1982年のカンベンチン登山でも、北京、成都

での乾杯攻勢と感冒のため、近藤隊長がラサ以降、

順化に失敗し、高所肺水腫をおこされ入院加療後、

下山のやむなきに至りました(当時 57歳でした)。

従いまして、今回の不調の最大の原因は(1)

感冒が治癒していなかったこと、 (2) ダイアモッ

クスの服用が1日遅れたことが主因とは思います

が、 (3)水分の摂取が少なかった可能性も加わり

ます。特に、微熱、アルコールで通常以上の水分

の蒸散がありますので、水分は意識的に多量にと

る必要があります。

今までの、 囲内、国外山行の 3 千~4 千メート

ルで、高山病のご経験がなければ、体質的に高所

に弱いということはないかと思いますが、いかが

でしょうか?

ご質問の項目にそって私見をのべます。

(1)血中酸素飽和度通常よりも 10ほど低いで

す。高所順化の一つ指標ですので、 }I頂化タ ク

ティックスの再検討がいります(今回の場合、

感冒が主~9/19、標高 1400 メートル(イ

エチェン)で Sp02値 90はやや低いです)

-日本にいるとき 一度富士山山頂に l泊され

て、高度の影響をみられたらいかがでしょう

か。

-頻脈.脈拍 120~ 130といいますと、ラン

ニング中の脈ですので、 Sp02低値とともに、

順化不成功の指標です。

(2)標高 5千メートルで高度順化した登山者の

Sp02の目安はだいたい 80以上、脈拍 110以

内とお考えください。

(3)改善の方策

・過換気は、覚醒時には可能ですが、睡眠中は

無理なので、現実的ではない(体調に大きな

問題がなければ、裏山にゆっくり登るなどの

軽度の運動で、過換気状態をつくるのがよい

かと思います)。

-高度をあげる前の体調が万全であることを期

す。感官症状があれば、完全になおしてから

の入山が望ましいですが、パーティーの都合

によってはそうもないでしょうから、入山前

には、十分に気をつけて、風邪をひかない努

力ということになりましょうか。中国のホテ

ルは乾燥しておりますので、睡眠の前に室内

に洗面器 2~3 杯の水をまいて寝たりしてお

ります。

. BC (5，200m)から 1200メートルの高度差の

登行は、通常、健康体であれば、何の問題も

ないと思います。

・撤退の条件.症状、活動能力、Sp02豆70が続く、

脈拍>130続く、などを総合的に勘案して判

断するのが現実的と思います。通常、本人は

下山の判断ができにくいので、リーダーある

いはサブリーダーなど、他人の判断のほうが

的確な場合が多いです。医師といえども、高

所登山を知らない人では、下山判断はかなり

困難かと思われます。

通常、ヒマラヤ登山でも酒は飲みますが、 前回

さんの場合、風邪をひいており、それが酒によっ

てマスクされ、油断につながったかもしれません。

私たちの 1985年のナムナニでも、連日の乾杯攻

-134-



ヒマラヤ学誌 No.8 2007 

勢で、参 りましたが、酒自体が順化を阻害したと

いう 実感はありません。しかし、過剰飲酒はやは

りよくないのでしょう 。

因みに、感冒はバクテリアではなく、体調の不

良とウイルスの相乗効果でおこりますので、通

常、抗生物質は無効、休息と十分な栄養、水分摂

取、 高熱の場合は解熱薬の使用が実際的かと思い

ます。回復には 2-3日はかかると思います。

以上、メモにもとづきまして、私見をのべさせ

ていただきました。

園童図 2005年の昆寄・夢ムスターグ山行

での対応 ・成功事例

文責;前回栄三

1.国内(計画段階)での対応

(1)基本行程 (計画)の見直し<緩和>

①カシュガルを出発して大紅柳灘に入るまで 6

日間とした。(2004年の偵察時は 3日、 1988

年のAACK・昆矯隊は 7日間。)

② 6日間の内、2日かけてカシュガルからタシュ

クルガンを往復し、途中、往復ともに 4，000m

の峠で順応歩行をゆっくり行うように計画し

た。

③新蔵公路では、一日一回の峠越えを行うこと

として、ゆっくりした順応歩行に時間を費や

すように計画した。

④即ち、イエチェン~アカズ峠 (3，30仇n)-ク

ディ泊、クデイ~セラク峠 (4，900m)-マザ

泊、マザ~ヘイカ峠 (4，930m)-三十里営房

~大紅柳灘泊である。

⑤大紅柳灘に到着した翌日を休養日に充て、各

自の体調に合った過し方を取るようにした。

⑥体調に合わせ随時休養を取りやすくするよ

う、無理をしないよう、パーティの空気を相

Eに醸成することに努めた。

(2)高所順応訓練の見直しと実施

富士山霊山 (山頂宿泊を含む)と低圧室の利

用、 雪氷技術訓練を原則として全員で行う事

とし、日々の体力トレーニング及び山行は、

各自の責任で行う 事にした。

①雪氷技術訓練 (2/ll- 13、八ヶ岳、 全員)

と雪山技術訓練 (前田の例;3/4-6、奥日光。

4130 -5/3、槍ヶ岳、 2人。6/1-3、焼山周

辺)の実施。自己責任の例として、 5月連休

時、2人がハワイ島でマウナケア (4，205m)、

マウナロア (4，l69m)登山を行っている。

②富士山登山 (山頂宿泊を含む)の実施。(6/18

-19、全員)

③成田出発 (7/14)直前の富士山単独登山

(7/9 -7110、荒天)の実施。

④出発直前の低圧室の利用。(7/4、筑波大学、

全員)

(3)日常の健康管理

①出発前の 2-3週間は定時で仕事を終えるよ

う予め調整し、夜の会食も極力控えた。

②出発直前の 1-2週間は特に体調に注意を払

い、掛かり付けの医者との連携を蜜にした。

(4)共同装備品以外の私的薬品等の携行

①ツムラの柴苓湯 (40包)、三共胃腸薬 (30包)

等を個人用に持参し常時服用した。

②掛かり付けの内科医、耳鼻咽喉科医、歯科医

の処方薬を持参した。

③スポーツドリンク (アミノパイタル)を持参

し、登行時に使用した。

2 現地入り後の対応

(1)行程の緩和と高所順応歩行の励行

①基本計画 (緩和された行程)に添って実行。

セラク峠 (4，900m)では、時間余裕を充分

持たせたのでより 一層ゆっくり順応歩行すべ

く、高度と景観を考慮して 3つの高度帯で}II買

応歩行した。ヘイカ峠 (4，930m)では車道

から離れ、より勾配を付けたジグザグ歩行を

ゆっくり行い、相対的に負荷をかけた歩行を

し、呼吸等の体調の変化を観察。格別の異常

若しくはその予兆を感じる事は無かった。

(2) BCの選定 (現場の実態に合わせ、下方修正)

①検討の段階で、基本的に 4，000m-5，000mの

聞にある ‘屋根付きの建物'に BCを置く事

とした。この為、候補地点は 509道班(4，750m)

と大紅柳灘 (4，l55m)の2箇所とし、 奇台大

坂 (5，341m)を越えた先の甜水海 (4，825m)

周辺を除外した。より 高度の低い大紅柳灘を

押す声もあったが、 A-BCに近い 509道班

をBCとする事にし、現地 (道班)で管理者

に使用の了解を得る事にした。

②実際に 509道班を訪れ、ウイグル人の管理者
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から使用の了解を得たものの、あてがわれた

部屋は大部屋 l室で簡易ベッドも鍵もない言

わば物置・土間であった。これでは BC用に

持参した食材、燃料等などの資機材を置いて

山に向かう訳にもいかず、大紅柳灘の招待所

(2004年に利用した招待所)を BCとする事

にした。

③これが高所}llit応の面でも、食事内容及び利便

性、居住性、安全性、 心の安定性といった面

でも大変良い結果をもたらした。

(3)健康管理、薬・水分等の摂取のし方

①ウルムチ、カシュガル、イエチェンのホテ

ル(一人一室)では、就寝前に床に水を打つ、

洗濯物を吊るす等、室内の乾燥に注意した。

②中国に入国したその日、つまりウルムチに到

着したその日から、紫苓湯(朝とタ)と胃腸

薬(毎食後)各 l包の服用を開始。

③カシュガルを出発して以降、大紅柳灘に下山

し三十里営房に投宿した日の夕方まで、アル

コールを完全に遠ざけた。

④イエチェンを出発して山域に入る日の朝か

ら、ダイアモックス(半錠)の服用を始めた。

(ダイアモックスと柴苓湯の併用は、必ず行

うようにした。)

⑤常時、水分の摂取に努め、車内或いはテン ト

内で互いに意識的に摂取を心掛けた。

⑥深呼吸それも腹式呼吸に努めた。

(4)登山中の順応歩行、 l日の登行高度

①ベースキャンプから A-BC、C1、C2の設

営・ 宿泊に当っては、必ずその地点より高い

高度を経験してから宿泊するようにした。 A

-BCに宿泊した時は、 C1まで荷揚げを兼ね

て片道 3時間の順応歩行となった。C1に宿

泊した時は、高度差は 100m程度を歩行すべ

く意図したが、その時の各人の体調に合わせ、

50mでも 30mでも良しとした。それでも急

峻な山稜ではなかったので、往復 40 分~ 1.5 

時間程度の順応歩行となった。C2に宿泊し

た時の順応歩行時間は、 30~ 40分程度だっ

たと思う。

② A -BC ~ C1の高度差は 360m、C1~山頂

問の高度差は 545m。特に C1~山頂聞は、 1

日でピストン出来ない高度差ではないと思っ

たが、当初から、 C1上部の前衛峰 (6，060m)

を越えたコルに C2を設ける案が第 2案と し

てあった。各人の体調、天候、稜線の難度等

などを勘案し、安全を第 1として判断するこ

とにしていた。

③で、総合的な判断の結果として C2をコル

(6，0l0m) に設営し、アタック前夜、 4人全

員が l張りのテントに宿泊した。 C2を設け

た事により、アタック当日は少々の悪天候或

いは難所に遭遇したとしても、技術的に対処

するに十分な時間の余裕そして安全性、精神

的安定性を手中にする事が出来た。 6，000m

という高度で宿泊する事による高度障害を危

慎は したが、幸いなことにその予兆を感じる

ことは無かった。

(5)その他、登山中のテント、通信など

① A -BC用のテントは、現地で借用した。

②日本からエスパース (4~ 5人用)3張 りを

持参し、 C1に2張り、 C2にl張り使用した。

C1では、各テントに 2人となり、気兼ねの

ない寛いだ空間を享受できた。

③ C1に設置したテント聞の交信は、日本から

持参したトランシーパで行なった。 A-BC 

とC1との交信は、現地手配の トランシーパ

を使用したが、不調であった。

以上
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匠童二日中圏西域南道~タクラマカン砂漠縦断の

旅遊 (2004年 4月の記録)

文責;前田栄三

1 日程;2004年4月 10日(土) ~ 2004年4

月28日(水)、全 19日間。

2 参加者 ;6名

L 前回栄三 AACK 

SL 川畑直美 学習院大学稜桜会

写真;木下淳一、記録，斎喜闘男*、

会計，上村紀子、医療;赤枝雄一(一部参加)

留守本部，佐久間彬弘*、

*中央大学wv部 OB会

3 行程の概要

①4月 10日(土)、成田 10時 55分発~北京経

由(13 時 40 分 /14 時 40 分)~西安 16 時 20

分着(中国東方航空)、市内観光。 西安泊

②4月 11日(日)、西安 12時 00分発~海南航

空~ウルムチ 15時 20分 ウルムチ泊

③4月 12日(月)、ウルムチ ・天池観光、 「楼

蘭の美女」、ナイトバザール訪問。ウルムチ泊

④4月 13日 (火)、ウルムチ~カシュガル 泊

⑤4月 14日 (水)、中央アジアと中国西域を結

ぶ要衝・カシュガル観光 カシュガ、ル泊

⑥4月 15日 (木)、カシュガル~イエチェン泊

⑦4月 16日 (金)、イエチェン~アカズ峠

(3，300m) ~クディ村の上流部 テント泊

⑧4月 17日 (土)、セラク峠に向かうもののク

ディ上部で道路工事の為引き返し、付近の谷

を探訪。 テント泊

⑨4月 18日(日)、クディ村上部の別の谷を探

訪、その後イエチェンに向かったが、道路工

事等のため車は遅れに遅れ、 24時頃、アカ

ズ峠下のタジク人の民家に宿泊。

⑩4月 19日 (月)、アフメジティ村~イエチェ

ン~ホータンホータン 泊

⑪4月20日(火)、ホータンにてマリカワト古城、

ホータン河訪問~約 300km~ニヤ ニヤ泊

⑫4月21日(水)、ニヤ~タクラマカン砂漠縦

断公路~塔中油田~クチャ、約 770km

クチャ泊

⑬4月22日(木)、クチャ、 キジル千働洞、ク

ズルガハ燐火台跡、亀草古城など視察

クチャ泊

⑭4月23日(金)、ク チャ ~約 200km~ コル

ラ~約 360km~ トルファン トルファン泊

⑮4月24日(土)、夜トルファン発~汽車(夜

行列車)で移動~朝、桃園駅着~敦燈

車中泊

日中、カレーズ楽園、蘇公塔、西遊記の火焔

山、高昌古城など訪問。

⑮4月25日(日)、莫高窟、月の砂漠~鳴沙山、

月牙泉訪問 敦燥泊

⑫4月26日(月)、敦建~桃園駅~汽車(約

30 時間)~河西国廊、汽車の旅 車中泊

⑬4月27日 (火)、 14時頃西安到着 西安泊

⑮4月28日(水)、西安~北京~成田

以上

匠亙1] 箆議山脈未踏峰の探索

(2004年 9月、計画と贋醸百存覇)

文責;前回栄三

l.日程;2004年9月 15日(水) ~ 2004年 10

月7日(木)、全 23日間。(計画)

2 参加者 ;4名

L 前田栄三 京都大学学士山岳会 (AACK)

SL 伊藤寿男 京都大学学士山岳会 (AACK)

泉谷洋光京都大学学士山岳会以ACK)

西国康男 京都大学山岳部出身者連絡会

(笹ヶ峰会)

留守本部，渡辺良男

京都大学学士山岳会 (AACK)

註 ;9122 タ~9125 の偵察期間中、伊藤がL を代行。

3 行程の概要

①9月 15日 (水)、成田 10時40分発~北京経

由 (13 時 20 分 /16 時 20 分)~ウルムチ 20

時20分着<関空 10時00分発~北京経由 (12

時 10 分 /16 時 20 分)~ウルムチ>

②9月 16日(木)、天池、楼蘭の美女、紅山公

園など訪問、バザール・舞踏視察

ウルムチ泊

③9月 17日(金)、ウルムチl3時 20分発~南

方航空~カシュガル 15時05分着

カシュガル泊

④9月 18日 (土)、カシュガル~イ エチェン泊

⑤ 9 月 19 日 (日)、イ エチェン (葉城)~アカ

ズ峠 (3，300m、 )111{応歩行)~クデイ

招待所泊
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⑥9月20日 (月)、クデイ~セラク峠 (4，90仇n、

順応歩行)~マザ~ヘイカ峠 (4，930m) ~ 

三十里営房 (3，665m)前後の適地 招待所泊

クデイから大紅柳灘まで走行。 21時頃到着。

大紅柳灘の招待所に宿泊

⑦9月21日(火)、三十里営房~大紅柳灘~奇

台大坂 (5，341m)を経て適当なTSへ。原則

テント泊

大紅柳灘~奇台大坂~アクサイチン湖を全員

で往復し、山を観察。大紅柳灘の招待所に柑

⑧9月22日(水)、第 1次偵察(アクサイチン

湖の北方~大紅柳灘の山域)、以降29日まで

テント泊

大紅柳灘北側の谷に車で進入を試行するも、

大小のごろた石のため撤退。その後、再び割

台大坂を越え、京都「北山の会」の BC跡地

(5，240m)に移動し、テント設営。全員テン

二盤1!'LJ

⑩9月24日(金)、テント泊

伊藤、泉谷、ガイドの 3人、偵察継続。前田、

西日は大紅柳灘に滞在。

⑪9月25日(土)、予備

伊藤、泉谷、ガイドの 3人、偵察を終え大車

柳灘に帰着。前回は回復が顕著な事を自覚。

⑫9月26日(日)、マザ~三十里営房聞に移動、

目的の沢に入る。三十里営房近傍はテント宿

泊不可。

匡頁τ下山を開始。このH、ケデイまで移動。|

⑬9月27日(月)、第 2次偵察

イエチェンを経てホータンに移動。予定より

4日早くホータンに入った。 l

⑭9月28日 (火)、同

⑮ 9月29日 (水)、同

⑬9月30日 (木)、マザ~クデイ~イエチェン

⑫ 10月1日(金)、イエチェン~ホータン(和田)

⑬10月2日(土)、ホータン市内観光(ホータ

ン玉、繊盤、マリカワト古城跡)~ニヤ(民豊)

⑮10月3日(日)、ニヤ~タクラマカン砂漠縦断・

塔中油田~輪台~コルラ

⑩10月4日(月)、コルラ古城・博物館(楼蘭

出土品)・鉄門関・交河古城など訪問~トル

ファン

@1O月 5日(火)、トルファン市内・火焔山・

高昌古城など訪問~ウルムチ

⑫10月6日 (水)、ウルムチ~北京

@1O月 7日 (木)、北京~成田、関空。

以上
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図3 2∞4年4月、西域南遵~タクラマカン砂漠縦断~

天山南路~河西回廊の旅遊(木下淳一作図)

図4 Yume Muz旬gh-Climbing route 
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図5 Kunlun -view to neighboring mountains加mC1 on Yume Muzt認h

図6 Kunlun -view from Heika Pass 
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Summary 

My personal experiences of high altitude adaptation in the Kunlu 
Mountain Range (The case of the first ascent of Yume-Muztagh 

(6,345m), July-August 2005) 

Eizo Maeda 

The Academic Alpine Club of Kyoto (AACK) 

In April 2004, I had an opportunity to travel through parts of Tian Shan South Road, Takla Makan South Road 

(Seiiki South Road), and the Desert Highway which cuts vertically across the Takla Makan Desert, fulfilling my 

life-long dream of "visiting the Silk Road." From September to October of the same year, I visited the Silk Road' 

s cities ofUrumuqi and Kashgar in search for an unclimbed virgin peak in the Kunlun Mountains, and from July to 

August of 2005, based on the results of that search, I was able to fulfill my second dream of "the first ascent of an 

virgin peak in the Kunlun Mountain Range." 

My only previous experiences of high altitude had been of climbing 3,000m-class mountains in Japan, including 

Mt. Fuji, and Mt. Kinabalu (4,095 m) in Borneo island. This paper describes a case example of success and failure 

of a man in his only attempt at high altitude adaptation between 4,000 m to 6,000 m. I hope this will serve as 

reference for those who are setting their eyes on foreign mountains or plateaus for the first time at the age of about 

60, or those who are planning to climb virgin peaks in Kunlun via Xinzang Road during 30 days of free time in 

China (effective period of a certain type of visa) in the fi.1ture. 
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